
5-3 第一専門診療部  

 

消化器科 

〔原著論文〕 

1.  肥沼幸、新井勝大、田川学、黒田達夫、村島温子、北川道弘、香坂隆夫： 胆道閉鎖症術後の
妊娠症例の臨床経過とその検討 小児外科 2006；38：1195-1199,2006 
 

〔総説〕 

1. 新井勝大： ＮＳＡＩＤｓ起因性胃粘膜障害 小児内科 2007；39：427-430 

 

〔著書〕（訳著） 

1. 新井勝大: 消化管の感染症．岩田健太郎監修， WM感染症科コンサルト， メディカル･サイ

エンス・インターナショナル， 2006；88-119 

 

〔学会発表〕 

1. 新井勝大： コアシンポジウム 小児IBDの治療戦略―薬物療法から手術療法まで「小児IBD
におけるInfliximab療法」． 第33回日本小児栄養消化器肝臓学会， 大阪， 2006.10.8   
     
2.  福田晃也、笠原群生、横山智至、新井勝大、中川聡、清水直樹、中川温子： 門脈血流の逆流・
側副血行路形成が発症時既に認められた乳児肝炎３例の検討． 第35回武蔵野小児肝臓病懇話会， 
東京， 2006.12.5 
 
3.  横山智至、福田晃也、笠原群生、新井勝大、肥沼幸、中川聡、清水直樹、中川温子： 小児劇
症肝不全4例に対する生体肝移植． 第35回武蔵野小児肝臓病懇話会， 東京， 2006.12.5 
 
4． 福田晃也、笠原群生、横山智至、本名敏郎、黒田達夫、新井勝大、中川聡、清水直樹、中川
温子： 門脈血流の逆流・巨大なspleno-renal shuntの形成を伴った乳児肝炎の一例． 第20回日
本小児脾臓研究会， 東京， 2007.3.3 
     
5． 新井勝大、肥沼幸、中川温子、内山健太郎、道端伸明、永井章： 難知性潰瘍性大腸炎とし
てフォローされていたクローン病患者の2例． 第7回日本小児IBD研究会， 東京， 2007.3.11 
 
6.  内山健太郎、鋤柄小百合、道端伸明、永井章、新井勝大： メサラジンにて悪化を認め、柴苓
湯にて緩解導入･維持に成功した潰瘍性大腸炎の一例． 第 7 回日本小児IBD研究会， 東京， 
2007.3.11 
 

循環器科 

[原著論文]  
1. 百々秀心, 磯田貴義： 小児海外渡航心臓移植の問題点 （心臓移植:移植後の治療・フォロー

アップの問題点）． 日本小児循環器学会雑誌 2007；22：639-642 

 

[総説]  



1.  磯田貴義： 心房内血流転換術を行った完全大血管転位の長期予後．先天性心疾患の新しい治

療 遠隔期の問題 小児科診療 2007;70:327-333 

 

[著書]  

1.  磯田貴義： 先天性心疾患の冠動脈造影． 土師一夫（編集）， 新目でみる循環器病シリーズ， 

メジカルビュー社， 2006；143-153 

2.  金子正英： 循環器疾患 頻脈・不整脈． 五十嵐隆（編集）， 小児診療ガイドライン， 総

合医学社， 2006；92-97 

3.  磯田貴義： 循環器疾患 動脈管開存症． 五十嵐隆（編集）， 小児診療ガイドライン， 総

合医学社， 2006；102-104 

4.  金基成： 循環器疾患 ファロー四徴症． 五十嵐隆（編集）， 小児診療ガイドライン， 総

合医学社， 2006；105-107 

 

 

[報告書、その他]（研究班報告書、刊行物等） 

1. 石澤瞭，磯田貴義： 新生児診療施設、地域病院に対するアンケート調査 平成18年度厚生労

働科学研究費補助金「新生児重症心疾患に対する予後向上のためのリアルタイム心エコー動画

像による遠隔診断と新生児心疾患救急医療システム確立に関する臨床研究」， 平成 18 年度分

担研究報告書， 2006；32-42 

 

[学会発表]  

1. 横山晶一郎, 進藤考洋, 豊田彰史, 金子正英, 磯田貴義, 百々秀心, 石澤瞭:  新生児期・乳

児期発症の心房頻拍の3例(それぞれの特徴と対処)． 第42回日本小児循環器学会・学術集会， 

名古屋， 2006.7.15 

2. 金子正英, 進藤考洋, 横山晶一郎, 豊田彰史, 磯田貴義, 百々秀心, 石澤瞭, 関口昭彦: 術

後頻脈性不整脈のニフェカラントによるコントロール． 第42回日本小児循環器学会・学術集

会， 名古屋， 2006.7.15 

3. 磯田貴義, 百々秀心, 金子正英, 豊田彰史, 横山晶一郎, 進藤考洋, 石澤瞭, 関口昭彦:  傍

動脈管部肺動脈狭窄に対する体肺短絡経由経皮的バルーン血管形成 外科との協同による

approach． 第42回日本小児循環器学会・学術集会， 名古屋， 2006.7.15 

4. 豊田彰史, 進藤考洋, 横山晶一郎, 金子正英, 磯田貴義, 百々秀心, 石澤瞭: 小児の海外渡

航心移植症例の検討． 第42回日本小児循環器学会・学術集会， 名古屋， 2006.7.13 

5. 進藤考洋, 横山晶一郎, 豊田彰史, 金子正英, 磯田貴義, 百々秀心, 石澤瞭:  当院で経験し

た心筋炎の中期経過の検討． 第42回日本小児循環器学会・学術集会， 名古屋， 2006.7.13 

6. 横山晶一郎, 金子正英, 豊田彰史, 進藤孝洋, 磯田貴義, 百々秀心, 石澤瞭, 竹内功, 戸成邦

彦, 関口昭彦: 両大血管右室起始症の根治術後の乳糜胸に対しオクトレオチド持続静注をお

こなった1例． 第回日本小児科学会・学術集会， 金沢， 2006.4.21 

7. 三科香, 高橋重裕, 小出直哉, 細川真一, 塚本桂子, 中村知夫, 伊藤裕司, 金子正英, 磯田貴

義, 百々秀心:  シルデナフィルがNO吸入療法離脱に有効であった慢性肺疾患に伴う肺高血圧

症の乳児例． 第回日本小児科学会・学術集会， 金沢， 2006.4.21 

8. 金基成, 金子正英, 江竜喜彦, 横山晶一郎, 進藤孝洋, 磯田貴義, 石澤瞭:  フォンタン型

手術後成人期患者の医学的、社会的状況. 第 9 回成人先天性心疾患研究会， 東京， 

2007.1.13 

9. 金子正英，江竜喜彦，進藤考洋，横山晶一郎，金基成，磯田貴義，石澤瞭，林聡，左合治彦，

堀米仁志：胎児期より非持続性心室頻拍を認めた先天性完全房室ブロックの一例． 第11



回日本小児心電学研究会， 鹿児島， 2006.11.2 

10. 磯田貴義, 金子正英, 江竜喜彦, 進藤考洋, 横山晶一郎, 金基成，石澤瞭： Flipper coilを

用いたPDAコイル塞栓術におけるcoil in coil法． 第 18 回日本Pediatric Interventional 

Cardiology研究会， 福岡， 2006.1.19 

11. 進藤考洋, 磯田貴義, 江竜喜彦, 横山晶一郎, 金基成，金子正英, 石澤瞭： 当院におけるフ

ォンタン術後の体静脈、体循環間短絡の発生部位についての検討． 第 18 回日本Pediatric 

Interventional Cardiology研究会， 福岡， 2006.1.19 

12. 金基成，江竜喜彦, 進藤考洋, 横山晶一郎, 金子正英, 磯田貴義, 石澤瞭： 体肺動脈短絡術

後のPulmonary coarctationに対するバルーン血管形成術の有用性． 第 18 回日本Pediatric 

Interventional Cardiology研究会， 福岡， 2006.1.19 

13. 林聡，左合治彦，湯元康夫，井原規公，種元智洋，野矢三樹，中村知夫，伊藤裕司，金基成，

金子正英，磯田貴義，北川道弘，名取道也:  Twin-reversed arterial perfusion (TRAP) 
sequenceのポンプ児に肺動脈弁狭窄を認めた1例． 第13回日本胎児心臓病研究会学術集会， 

久留米，2007.2.10  

14. 進藤考洋, 磯田貴義, 横山晶一郎, 金基成, 豊田彰史, 金子正英, 石澤瞭: 当院における心

筋炎症例の搬送経験-搬送における問題点の検討. 第 15 回関東小児心筋疾患研究会, 東京, 

2006.10.07 

15. 進藤考洋, 磯田貴義, 横山晶一郎, 金基成, 豊田彰史, 金子正英, 石澤瞭, 百々秀心: 治療

に難渋している重症拘束型心筋症の一例-ACE阻害剤とβブロッカー使用についての考察-. 第

3回東京循環器小児科治療Agora, 東京, 2006.9.16 

16. 江竜喜彦,進藤考洋,横山晶一郎,金基成,金子正英,磯田貴義,石澤瞭:Fontan 手術後に慢性心不

全を呈した２症例. 第4回東京循環器小児科治療Agora, 東京, 2007.3.3 

 

呼吸器科 

［総説］ 

1. 川崎一輝： 小児の気道異物． 日本気管食道科学会「専門医通信」 2006；32：20-23 

2. 菊池信太郎，川崎一輝： 胸腔穿刺，腹腔穿刺． 小児内科 2006；38：883-885 

3. 肥沼悟郎： 呼吸管理：経鼻エアウェイ． 小児内科 2006；38：900-903 

4. 樋口昌孝： 上気道狭窄の内視鏡診断． 小児科診療 2006；69：1415-1420,2006 

5. 肥沼悟郎，川崎一輝： 呼吸器科からみた乳児の呼気性喘鳴． 小児科診療 2006；69：1461-1466 

6. 菊池信太郎，川崎一輝： 呼吸器科からみた小児の遷延性咳嗽． 小児科診療 2006；69：

1497-1501 

7. 菊池信太郎，川崎一輝： マイコプラズマ感染症．小児疾患の診断治療基準． 小児内科 2006；

38(増刊)：346-347 

8. 樋口昌孝： 先天性喘鳴．小児疾患の診断治療基準． 小児内科 2006；38(増刊)：442-443 

9. 川崎一輝： 気道異物．小児疾患の診断治療基準． 小児内科 2006；38(増刊)：464-465 

10. 川崎一輝： 注意すべき小児の長引く咳． 日小児呼吸器会誌 2006；17：180-183 

11. 樋口昌孝：  気道上皮の構造と機能． 小児内科 2007；39：8-10 

12. 菊池信太郎，川崎一輝： 喉頭の構造・発育・機能． 小児内科 2007；39：87-91 

 

［著書］ 
1. 川崎一輝： 気管支拡張症．気管狭窄．小児慢性疾患診療マニュアル． 診断と治療社， 2006；

164-167 

2. 川崎一輝： 先天性喘鳴．今日の小児治療指針．第14版 医学書院， 2006；312-313 



［報告書、その他］ 
［学会発表］ 

1. 遠藤美紀，菊池信太郎，肥沼悟郎，川崎一輝： 小児気管・気管支異物の診断における胸部Ｘ線

の吸気・呼気撮影． 第109回日本小児科学会学術集会， 金沢， 2006.4.22 

2. 川崎一輝： 小児胸部X線写真の読み方（ランチョンセミナー）． 第109回日本小児科学会学術

集会 金沢， 2006.4.22 

3. 肥沼悟郎，菊池信太郎，遠藤美紀，川崎一輝： 上気道狭窄に対するリンダー経鼻エアウェイの

長期使用経験． 第109回日本小児科学会学術集会， 金沢， 2006.4.23 

4. 川崎一輝，肥沼悟郎，遠藤美紀，菊池信太郎： 小児病院呼吸器科でみられる慢性咳嗽の実態（共

同企画）． 第46回日本呼吸器学会， 東京， 2006.6.3 

5. 川崎一輝： 小児の慢性咳嗽（パネルディスカッション）． 第171回日本耳鼻咽喉科学会東京

都地方部会， 東京， 2006.6.17 

6. 菊池信太郎，遠藤美紀，樋口昌孝，川崎一輝： Asphyxiating thoracic dystrophyの胸部CT所

見． 第42回日本小児放射線学会， 東京， 2006.6.16 

7. 川崎一輝： 小児呼吸器疾患における画像診断の問題点（特別講演）． 第42回日本小児放射線

学会， 東京， 2006.6.16 

8. 遠藤美紀，菊池信太郎，肥沼悟郎，川崎一輝： 舌根嚢胞の診断における頸部側面Ｘ線写真の有

用性． 第42回日本小児放射線学会， 東京， 2006.6.17 

9. 川崎一輝，遠藤美紀，菊池信太郎，肥沼悟郎，樋口昌孝： 舌根嚢胞の診断における内視鏡検査

の問題点． 第1回日本小児耳鼻咽喉科学会， 奈良， 2006.6.30 

10. Koinuma G, Kawasaki K, Endo M, Kikuchi S: Experience of azathioprine therapy for 

idiopathic interstitial pneumonia in young infants in Japan. European Respiratory Society’s 
Annual Congress 2006, Munich, 2006.9.3 

11. 内藤陽子，肥沼悟郎，樋口昌孝，淵本康史，星野 健，森川康英，田波 穣，新本 弘： 先

天性気管支閉鎖症の胎児MRI画像の経時的変化． 第39回日本小児呼吸器疾患学会， 東京， 

2006.11.17 

12. 磯部賢諭，菊池信太郎，遠藤美紀，樋口昌孝，川崎一輝： 血管造影で興味深い所見を呈した

肺葉内肺分画症の1例． 第39回日本小児呼吸器疾患学会， 東京， 2006.11.17 

13. 樋口昌孝： 閉塞型睡眠時無呼吸による突然死を経験して（シンポジウム）． 第39回日本小

児呼吸器疾患学会， 東京， 2006.11.17 

14. 遠藤美紀，菊池信太郎，肥沼悟郎，樋口昌孝，川崎一輝： 喀血を来した先天性右肺静脈閉鎖

の2例． 第39回日本小児呼吸器疾患学会， 東京， 2006.11.17 

15. 菊池信太郎，遠藤美紀，樋口昌孝，川崎一輝： 乳幼児の不顕性吸引（silent aspiration）． 

第39回日本小児呼吸器疾患学会， 東京， 2006.11.17 

16. 遠藤美紀，菊池信太郎，肥沼悟郎，樋口昌孝，川崎一輝： 自然消失した舌根嚢胞—要因の推
察． 第39回日本小児呼吸器疾患学会， 東京， 2006.11.17 

17. 内藤陽子，肥沼悟郎，樋口昌孝，森 鉄也，川村雅文，小林紘一： タルク沫による両側胸膜

癒着術を行った続発性気胸の男児例． 第39回日本小児呼吸器疾患学会， 東京， 2006.11.17 

18. 樋口昌孝，寺町昌史，遠藤美紀，菊池信太郎，亀井宏一，飯島一誠，川崎一輝： 14歳で診断

したWegener肉芽腫症の1例． 第39回日本小児呼吸器疾患学会， 東京， 2006.11.17 

19. 樋口 収，足立雄一，市丸智浩，浅井正嗣，川崎一輝：小児における気管・気管支異物の全国

調査結果（宿題報告）． 第39回日本小児呼吸器疾患学会， 東京， 2006.11.18 

20. 菊池信太郎，遠藤美紀，肥沼悟郎，樋口昌孝，川崎一輝： KL-6高値を呈した免疫不全症の2

例． 第39回日本小児呼吸器疾患学会， 東京， 2006.11.18 

 



アレルギー科 

[原著論文]  
1) Miyake Y, Sasaki S, Ohya Y, Miyamoto S, Matsunaga I, Yoshida T, Hirota Y, Oda H; The Osaka 
Maternal And Child Health Study Group. Dietary intake of seaweed and minerals and 

prevalence of allergic rhinitis in Japanese pregnant females: baseline data from the Osaka 

maternal and child health study. 

Ann Epidemiol. 2006 Aug;16(8):614-21. 

2) Miyake Y, Sasaki S, Tanaka K, Yokoyama T, Ohya Y, Fukushima W, Saito K, Ohfuji S, Kiyohara 
C, Hirota Y; Osaka Maternal and Child Health Study Group. Dietary folate and vitamins 

B12, B6, and B2 intake and the risk of postpartum depression in Japan: the Osaka Maternal 

and Child Health Study. 

J Affect Disord. 2006 Nov;96(1-2):133-8. 

3) Takahashi N, Suzukamo Y, Nakamura M, Miyachi Y, Green J, Ohya Y, Finlay AY, Fukuhara S; 
Acne QOL Questionnaire Development Team.Japanese version of the Dermatology Life Quality 

Index: validity and reliability in patients with acne.Health Qual Life Outcomes. 2006 Aug 

3;4:46 

4) Miyake Y, Sasaki S, Yokoyama T, Tanaka K, Ohya Y, Fukushima W, Saito K, Ohfuji S, Kiyohara 
C, Hirota Y; the Osaka Maternal and Child Health Study Group. Risk of postpartum depression 

in relation to dietary fish and fat intake in Japan: the Osaka Maternal and Child Health 

Study.Psychol Med. 2006 Aug 29;:1-9 

5) Takahashi N, Suzukamo Y, Nakamura M, Miyachi Y, Green J, Ohya Y, Finlay AY, Fukuhara S; 
Acne QOL Questionnaire Development Team.  Japanese version of the Dermatology Life 

Quality Index: validity and reliability in patients with acne. 
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28. 大矢幸弘 パルミコート吸入液と乳幼児喘息治療の新しい展開 パルミコート吸入液新発売記

念講演会 2006.10.28 和歌山 

29. 大矢幸弘 イブニングシンポジウム６「吸入ステロイドのアドヒアランス向上へのアプローチ」

行動医学に基づく患者教育 第56回日本アレルギー学会秋季学術大会 2006.11.3 東京 

30. 大矢幸弘 東京都・環境再生保全機構「ぜん息予防講演会」 子どものアレルギーを正しく知

ろう ～ぜん息と食物アレルギーの治療と日常の過ごし方～  2006.11.6 東京 

31. 大矢幸弘 アレルギーセミナー「知りたい！アレルギー治療の最前線」 2006.11.8 稲城市 



32. 大矢幸弘 小児アレルギー治療の新展開「アトピー性皮膚炎のダニ対策と外用療法のエビデン

ス」第９回神奈川アレルギー性炎症懇話会 2006.11.10 横浜 

33. 大矢幸弘 小児アレルギー疾患の予防に関する疫学と治療に関する EBM 所沢小児科医会第

237回例会学術講演会 2006.11.21 埼玉県所沢市 

34. 大矢幸弘 乳幼児気管支喘息治療の最新のエビデンス 第１０回アレルギー臨床懇話会 

2006.12.7 世田谷区 

35. 大矢幸弘 小児のアレルギー ～アトピー性皮膚炎を中心に～ 2007.1.10 東京都稲城市 

36. 大矢幸弘 アトピー性皮膚炎とスキンケア 日野市アレルギー教室（講演会）2007.1.20 東京

都日野市 

37. 大矢幸弘 学童期のアレルギー性疾患 「行動医学に基づく学童の診療のコツ」アレグラ小児

適応追加記念講演会 2007.1.27 東京 

38. 大矢幸弘 シンポジウム３「小児アレルギーと環境因子―なぜ慢性炎症なのか」３．大気汚染 

第15回小児臨床薬理・アレルギー・免疫研究会 2007.1.28 東京 

39. 大矢幸弘 市民公開講座「アレルギー診療とガイドライン」３．アトピー性皮膚炎 第15回小

児臨床薬理・アレルギー・免疫研究会 2007.1.28 東京 

40. 大矢幸弘 食育と食物アレルギー 鎌倉市食育講演会 2007.1.29 鎌倉市 

41. 大矢幸弘 乳幼児のアレルギー 平成18 年度保健衛生事業従事者研修会 2007.2.13 東京都

小金井市 

42. 大矢幸弘 特別講演「テオドールと新しい小児気管支喘息治療」 日本医師会生涯教育講座 

2007.2.14 北海道旭川市 

43. 大矢幸弘 アレルギー疾患の医療と学校保健 平成 18 年度国立特殊教育総合研究所第２期短

期研修肢体不自由・病弱教育コース 東京 

44. 大矢幸弘 小児及び思春期の気管支ぜん息患者の重症度に応じた健康管理支援、保健指導の実

践及び評価手法に関する調査研究 第18回環境保健調査研究報告会 2007.3.11 東京 

45. 大矢幸弘 アレルギー疾患のセカンドオピニオンと患者向け医療情報提供 国立病院機構 平

成18年度 セカンドオピニオンに関する研修会 2007.3.19 東京 

46. 大矢幸弘 パルミコート吸入液の位置付けと現状の課題 US-Japan Asthma Summit  

47. 野村伊知郎、吉田桃、井上徳浩、青田明子、斎藤暁美、二村昌樹、明石真幸、成田雅美、須田

友子、赤澤晃、大矢幸弘 ： 低蛋白血症を伴うアトピー性皮膚炎の症状出現頻度の検討． 第

18回日本アレルギー学会春期臨床大会， 東京， 2006．5．30． 

48. 野村伊知郎 ： シンポジウム 2 アレルギー疾患の難治化要因とその対策 乳児期以降のアトピー

性皮膚炎の難治化要因とその対策． 第 23 回日本小児難治喘息・アレルギー疾患学会， 富山， 

2006．6．10 

49. 大石拓, 白石泰資, 小野美樹, 高橋昭良, 井上和男, 高橋芳夫, 小倉英郎： 治療抵抗性で両側冠
動脈瘤を合併したがインフリキシマブが著効した川崎病の 1 ヵ月乳児例, 日本小児科学会, 高
知, 2006. 4.2. 



50. 小倉由紀子, 小倉英郎, 小野美樹,  大石拓,： 診断に苦慮した, チョコレートによる慢性頭痛
の1例. 第18回 アレルギー学会春季臨床大会, 東京, 2006. 5.31 

51. 小倉英郎, 小倉由紀子, 大石拓, 高橋昭良： 加熱卵摂取が可能であったが, 生卵摂取によりア

ナフィラキシーを来たした 5 歳男児例. 第 18 回 四国小児アレルギー研究会, 愛媛, 

2006.6.18 

52. 白石泰資, 大石拓, 玉城渉, 小倉英郎： インフリキシマブが著効したガンマグロブリン不応の

生後1ヵ月発症川崎病. 第26回日本川崎病研究会, 大阪, 2006.10.15 

53. 大石拓：小児気管支喘息児の話題ー喘息死をなくすためにー. 子供の健康週間フォーラム, 高知, 
2006. 10.19 

54. 小倉由紀子, 小倉英郎, 大石拓： 入院・加療した成人難治性アトピー性皮膚炎患者の予後及び
就業状況についての検討. 第56回 日本アレルギー学会秋季学術大会, 東京, 2006. 11.2 

55. 大石拓, 白石泰資, 小倉英郎： 2005年度に当院重症心身障害児(者)病棟で経験したノロウイ

ルスの集団感染について. 第38回 日本小児感染症学会, 高知, 2006.11.11 

56. 臼井大介, 篠原示和, 堂野純孝, 大石拓, 細川卓利, 脇口宏：プロトンポンプ阻害薬で呼吸器症
状の改善がえられたGERDの2小児例. 第43回 日本小児アレルギー学会, 千葉, 2006.11.25 

57. 小倉由紀子, 小倉英郎, 大石拓： 米アレルギーによる食欲低下から, 著明な低ナトリウム血症
をきたした重症乳児アトピー性皮膚炎の 1 例. 第 43 回 日本小児アレルギー学会, 千葉, 
2006.11.25 

58. 小倉英郎, 小倉由紀子, 大石拓：小麦, 米, 大豆アレルギーにおける CCD IgE抗体測定の意義
について. 第43回 日本小児アレルギー学会, 千葉, 2006.11.25 

59. 堂野純孝, 佐藤哲也, 細川卓利, 前田明彦, 久川浩章, 脇口宏, 大石拓：末梢血から EBV と
HHV6のゲノムを同時に検出した血球貪食症候群の 2例. 第 48回 日本小児血液学会, 大阪, 
2006. 11.26 

60. 大石拓, 小倉英郎, 小倉由紀子：加熱卵摂取が可能であったが, 生卵摂取によりアナフィラキシ
ーを来した5歳男児例. 第9回高知小児感染・免疫・アレルギー研究会, 2007.1.19 

61. 斎藤暁美、青田明子、大矢幸弘、小嶋なみ子、明石真幸、二村昌樹、井上徳浩、秋山一男、高

橋清、中川武正 、小林章雄 、烏帽子田彰 、中村裕之 、小田嶋博 、足立雄一 、赤澤晃 （厚

生労働科学研究「気管支喘息の有病率・罹患率およびQOL に関する全年齢階層別全国調査に関

する研究」班）：電話法による全国全年齢階級別気管支喘息有症率調査. 第 18 回日本アレルギ

ー学会春季臨床大会、東京、2006.5.31. 

62. 明石真幸，大矢幸弘，小嶋なみ子，青田明子，斎藤暁美，二村昌樹，足立雄一，小田嶋博，赤

澤晃： ISAAC 調査票による全国小中学生気管支喘息有症率調査．第 109 回日本小児科学会，

金沢，2006.4.23 

63. 明石真幸，大矢幸弘，小嶋なみ子，二村昌樹，斎藤暁美，青田明子，井上徳浩，秋山一男，高

橋清，中川武正，小林章雄，烏帽子田彰，中村浩之，小田嶋博，足立雄一，赤澤晃：全国小中

学生におけるアレルギー疾患有症率の現状．第18回日本アレルギー学会，東京，2006.5.31 



64. 明石真幸，小嶋なみ子，武田洋子，赤澤晃：運動負荷試験実施で参加者の治療高率が高まった

喘息キャンプ．第23回日本小児難治喘息・アレルギー疾患学会，富山，2006.6.10 
65. 明石真幸，大矢幸弘，成田雅美，赤澤晃：シラカンバ及びハンノキ花粉による OAS 症状を呈
した男児 2 例における交差反応の解析．第 11 回日本ラテックスアレルギー研究会，福岡，
2006.7.23 

66. 渡辺博子 小嶋なみこ 明石昌幸 大矢幸弘 赤澤晃 小田嶋博 藤澤隆夫 海老沢元宏  

平野幸子： 小児気管支喘息予後調査 最終登録状況。  

第18回日本アレルギー学会春期臨床大会 東京 2006.5.31 

68. 渡辺博子 小嶋なみこ 明石昌幸 大矢幸弘 赤澤晃 小田嶋博 藤澤隆夫 海老沢元宏  

平野幸子 ：小児気管支喘息予後調査 経過報告 

第43回小児アレルギー学会 2006年11月25日 

69. 中谷夏織，小嶋なみ子，青田明子，成田雅美，福家辰樹，萬木晋，斎藤暁美，明石真幸， 
野村伊知郎，海老澤元宏，赤澤晃，大矢幸弘: 食物負荷試験により多項目にわたる食物制限

の解除が可能となった一女児例， 日本小児アレルギー学会， 千葉， 2006.11.25 

67. 成田雅美, 野村伊知郎, 青田明子, 齋藤暁美, 吉田桃, 明石真幸, 二村昌樹, 井上徳浩, 須田

友子, 海老澤元宏, 赤澤晃, 大矢幸弘:  血清トリプターゼ値は食物アレルギーによるアナフ
ィラキシーの診断に有用である． 第 56 回日本アレルギー学会秋季学術大会， 東京， 

2006.11.2 

68. 益子育代, 斉藤就美, 小嶋なみ子, 松本美江子, 斎藤暁美, 吉田桃, 大矢幸弘：アトピー性皮膚炎
と関連疾患 前思春期にあるアトピー性皮膚炎患者の教育プログラムとその効果、第18回日本
アレルギー学会春季臨床大会、2006年5月，東京 

69. 益子育代, 大矢幸弘, 赤澤晃：私立中学高校における喘息教育の実践とその成果，シンポジウ
ム：保育園・幼稚園・学校における小児アレルギー疾患の問題点と対処、第43回日本小児アレ
ルギー学会、2006年11月、千葉市 
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２．小林信一、村山静子、立澤宰：血清免疫グロブリンが高値を呈したX-SCIDの一例 第 38 回小

児感染症学会 2006/11/10 

３．村山静子、小林信一、立澤宰：臍帯血移植後に播種性BCGをおこしたX-SCIDの一例 第38回小
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